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謂査観究
琵琶湖における動物プランクトンの

　　　　　季節的変動について
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は　じ　め　に

　琵琶湖はその湖盆形態から北湖と南湖に分けるこ

とができる．それぞれの湖の水質が大きく異ってい

ることや，水質の季節的な変動についてはすでに報

告されている1引しかし生物学的な調査，なかでも
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図1　覇査地点

プランクトンの季簾的変動については報告が少ない

のが現状である．

　我々は，琵琶湖における生物学的な水質評価を行

なうための基礎資料を褥る9的で三978年から，この

調査を行っている．3噂5，

　前報ε葬では，近年における植物プランクトン相の

季簾的変動について報告を行なった．今回はその捕

食者となる勤物プランクトン鷺注段し，その季節変

動や近年の傾向およぴ槌物プランクトンとの関係な

どについて検討を管ない，若干の知見を得たのでそ

の結果について報告する．

　　　　　　　　方　　　　法

薯．謂査地点

　図1に示すA地点（丹出川一吉川中央）およぴB

地点（麿縛一留佐々規中央）の2地点を調査地点と

し，A地点については表層（0．5m層）と下層（12m

層〉の2層について調査を行ない，B地点について

は表層のみ調査を行なった．

2．謂査期闘および園数

　1982年1月から1985年12月にかけて毎月1回調

登を行なった．

3．計数方法
　計数の方法については薗報門こ記載した．ただし

プランクトンのうち黄色鞭毛虫（藻），渦鞭毛虫（藻），

褐毯鞭毛虫く藻）およびミドリムシ（藻）は各細胞内に
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色素体を有し，炭酸同化作用を営むことから植物プ

ランクトンとして分類した．また長さ10μm以下

の微細な動物プランクトンについては計数から除外

した．

結果および考察

　　1．観察された種類および総個体数

　　　この期間中に観察された動物ブランクトンの種類

　　は，属名より同定できなかった種類も含めると，肉

　　質虫綱9属15種，繊毛虫綱22属28種，輪虫綱26

　　属53種，甲殻綱9属12種であり、合計4綱66属

　　108種が表1のように観察された．このうち代表種

　　については，写真（1～12）に示した．

　　　プランクトンの種類数および総個体数の経月変動

　　は図2および図3のとおりである．A地点上層では

o　種類数4～20種（平均10富以下同じ），総個体数

　　1，200～8，200個体／ご（2，690）で推移し，下層では

3　6－22種（12），280～5，600個体／ε（2，070）であっ

　　た．

一A地点上層
・一嚇A地点下層

一B　地　点

種30

類
　　20　　　　　　　　　　　　　、　曜

数
　　　　　　　　　　　　　　　、　，　’　」　　10
　　　　　　　　　　　　　　　’　｝　　　）（回〉

　　0　　14710147101471014710月　　　1982　1983　1984　1985年
図2　琵琶湖における動物ブランクトン種類数の経月変動

・一A地点上層
一一A地点下層
一B　地　点

　表層については下層に比べ種類数がやや少ないも

のの総個体数は逆に多い傾向であった．

　B地点では10～25種類（16），1000～30，500個体

／ε（7，210）であり，種類数および総個体数のいずれ

についても南湖であるB地点が北湖であるA地点よ

り多い傾向であった．

2．各綱の経月変動

　総個体数の季節変動については各年によって増減

があるものの、その主な構成種の消長は毎年比較的

規則正しい経月変動を示していたため、1982年か

ら1985年における月別平均値を求め、各綱別に検

討を行なった．（図4〉

　（1）原生動物

　原生動物は動物プランクトンの中でも小型のプラ

ンクトンに属し、その構造においても単細胞で原始

的な勲物群とされている．この原生動物の中には肉

質虫綱や鞭毛虫綱，胞子虫綱およぴ繊毛虫綱が含ま

れるが，琵琶湖のプランクトンとしては主に肉質虫

綱およぴ繊毛虫綱が95％以上を占ているため，こ

の2綱についてのべる．

　a　肉質虫綱

　肉質虫綱は両地点とともに5～7月およぴ11～

12月の2回に増加がみられた．この時期に多く観察

’された種類はいずれも太陽虫に属する種類であり，

特に座襯‘h鰐5磨‘加吻ρho〔ロが優占種となることが

多かった．血朔μg加加伽ω磁は，夏季（7～9月）

に観察されたが，その個体数は比較的少なく推移し

ていた．

　琵琶湖の固有種とされている酬弥あμ6吻α8は，

この4年間の調査では，両地点ともに全く観察され

なかった．なおこの種は，今津一長浜中央および余

呉湖湖心部にて1976年8月に観察されたのが最後

である㍗

　b　繊毛虫綱

　繊毛虫綱の経月変動は，年問を通じ1，000個体／ε

以上と多く観察され，特にB地点では春季（4～6

月）に5，000個体／8以上まで増加し，この時期の主

な種類は，Sヶo房1観μ魂属，Eρむり眺属および丑η一

勘π顔μ川刀徽加’漉などであった．また11～12月の

増加は，丁刀μ吻∫漉，賓加朋oρ禽αo螂oおよび

伽々蝕g躍綴fπ8伽などの増加によるものであり，

肉質虫綱と同様，年問2回の増加がみられた．

　（2〉袋形動物

　琵琶湖水中のプランクトンには袋形動物として，

輪虫綱や腹毛綱およぴ線虫綱に属する種類が観察さ

れるが，腹毛綱および線虫綱については個体数が非
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常に少存いため，ここでは輪虫綱についてのべる，

　輪虫綱に属する種類は肉質虫綱および繊毛虫綱と

比較すると大型のプランクトンである。輪虫綱の経

月変動は，冬季（1－3月）に少なく推移し，春季か

ら秋季にかけて増加がみられ，特に5～6月と8～

9月の増加が大きかった．この時期に多く観察され

た種類は，前者がPo’鎚rfh耀’r∫gZα，No‘o餌加毎sp。，

κ81玩o’”4Z㎝9卿fπ4で，後者がP師9如・Coπ06扉

～螂μπ∫‘o解富，（】oZ伽h8‘ロ‘o糀惚であった，またB

地点における11～12月の増加はSyπ‘加8如5｛y血如に

よるものであった。過去のデータ0と比較するとハ

ネウデワムシ（P．tτigla）は近年多く観察され，以

前多く観察されたカメノコウワムシ（κσ館伽

o㏄h伽漉）は少ない傾向であった。

　（3）節足動物

　節足動物の中には，エビ，カニ，クモ，ダニ，昆

虫など，さまざまな生物が含まれるが，琵琶湖のプ

ランクトンとして観察される種類は，甲殻綱に属す

るものがほとんどで，ここでは甲殻綱についてのべ

る．

　a　甲殻綱
　この綱に属する種類はミジンコおよびケンミジン

コなどであり，個体数としては他の綱に比べ少ない

が1個体当りの体積が著しく大きいため，その現存

する総体積は大きな割合を占めると考えられる。

　甲殻綱の経月変動は1～5月までの期間は少なく

推移し，6～10月にかけて増加がみられ｝2月には減

少した．増加時期の主な種類は1弼妙嫌鱒戸卿∫一

α∬，1）妙肋如9認孤如，Bo5川加4㎞gf面5ヶ面などに

　よるものであった．

　琵琶湖の特産種である1）妙加ゴ4飯磁鄭蕗は今回

の調査では全く観察されなかった．また，毎年8－

　9月に多く観察されるBo5加η4㎞g∫105置腐は1985

　年にはほとんど観察されず，これに変わりBf伽廊

　がわずかに観察された．

　　b　nauplius

　　naupliusはE戸卿偽などのケンミジンコの幼

　生であり，4～6回脱皮を行なってcopepodidと

　なる．その後も脱皮を繰り返し成虫となる。幼生時

　期の種類同定は難しいため総合計を1項目として示

　したが，現在琵琶湖で出現しているケンミジンコの

　大部分がE戸卿漉偽およびM850解妙5～躍‘h’α”∫で

　あることから，このnauphus幼生はこれらの種類

　であると考えられる。

　　naupliusの経月変動は甲殻綱とほぽ同様に推移

　したが，甲殻綱の増加時期より少し早く（4～5月）
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　増加がみられ，この増加に従って徐々に甲殻綱も増

　加する傾向であった．

　3．上層部および下層部の経月変動

　　A地点は水深が約13mであるため，上層（0．5m

　層）と下層（12m層）の2層について調査を行なっ

　た結果小型の動物プランクトンである肉質虫綱およ

　ぴ繊毛中綱は上層で多く観察された．また大型のプ

　ランクトンである甲殻綱は，下層に多い傾向にあっ

　た．

　　各綱別の経月変動は下記のとおりである．

　　（1）肉質虫綱

　　年間を通じ上下層における個体数の差は顕著でな

　いが一時的（7月）に上層で急増する傾向もみられ

　た．

o　（2）繊毛虫綱

　　年間を通じ上層で多く観察された．特に「淡水赤

，潮」がみられる時期（4～6月）に上下層における差

　が大きかった．

　　（3）－輪虫綱

　　輪虫綱は1－7月に上層で多い，なかでも

　押b餅π㎜如sp，は4～6月に多く観察された．8～

　12月には輪虫綱は上層より下層ーで多く，特に8－9

　月の水温および照度が高い時期に上下層における差

　が大きかった．

　　（4〉甲殻綱

　　年間を通じ下層で多く堪察され，上下層の差は他

　の綱に比べ大きかった．甲殻綱に属するプランクト

　ンは，大型で強い運動性を持つことから，上層部よ

　ゆ下層部の環境条件を好むのではないかと推察され

　る。しかし一時的（7月）に上層で多い月もみられた．

　’（5）nauphus

　　甲殻綱と同様に下層で多い傾向にあったが，水温

　の比較的高い時期（7－9月）には上層で多く観察さ

　れる傾向にあった．

　4．動物プランクトンの地点問変動

　　図5に両地点における各綱別月間平均値を示し

　た．北湖域でのA地点より南湖域でのB地点の個体

　数がいずれの綱についても2倍以上と多く観察され

　た．

　　また各綱の占める割合は，図6に示すようにB地

　点の占める割合が約70％であったが，甲殻綱につ

　いては約50％と比較的小さかった．

　湖の富栄養化が進むと動物プランクトンの中でも

　原生動物が多くなることは，すでに知らされており’，

　B地点がA地点より繊毛虫綱が非常に多いことは，

　B地点の富栄養化がかなり進んだ状態にあることが
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図5　琵琶湖における各綱別月間平均値
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　　図6　地点問における各綱の占める割合
込N醸酔　　（1982－1985年の平均）

推察された．

5．各綱の年別変動

　動物プランクトンの季節変動についてはすでに述

べたが，年別にどの程度変動するのか，また各年の

特徴を図7および図8に示した．

　1982年の傾向は，両地点とともに各綱の個体数

が例年（1982～1985年の平均個体数）より多く，特

にB地点ではその傾向が顕著であった．各綱の占め

る割合は，例年（1982～1985年の平均割合）より輪

虫綱およぴnauphusが大きく，特にA地点の7～

12月の問が大きな割合であった．

　1983年の傾向は，両地点とも経年的に個体数は

少なく推移した．各綱の占める割合は，A地点で10

月，B地点で9～10月に輪虫綱およびnauphusが

一時的ではあるが大きな割合を占めていた．

　1984年およぴ1985年の傾向は，A地点では肉質’

虫綱が増加する傾向にあり，特に1985年5月の増

加が大きかった．B地点では大型のプランクトンで

ある甲殻綱の個体数がやや減少する傾向であった。

　これらの結果から近年の動物プランクトンの動向

は，A地点では小型の動物プランクトンである肉質

虫綱に属する太陽虫が近年少しずつ増加する傾向が
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図7　各地点における動物プランクトン各綱の年別変化

みられ，北湖においても富栄養化がやや進行状態に

あるのちではないかと推察された．

　またB地点においては1982年に総個体数が最も

多く観察されたが，1983年には急減し，その後徐々

に増加する傾向であることが推察された。

6．植物プランクトンの季節変動との関係

　動物プランクトンは一般的に他栄養であるため，

餌となるバクテリアおよび植物プランクトンなどの

消長が，その時期の動物プランクトンの増減を左右

していると考えられる．近年の植物プランクトンの

季節的変動については前報61で述べており，詳細に

ついては省略する．

　図9および図10に両地点における植物プランク

トン総細胞数および主な各綱の季節変動を示した。

　動物プランクトンの増加が多かった1982年にお

いては，植物プランクトン数も比較的多く推移し，

また動物プランクトンが少なかった1983年におい

ても植物プランクトンも少なく推移する傾向にあ

り，一次生産者である植物プランクトンをべぞスと

して，動物プランクトンの増加が成り立っているこ

　とが推察された．また表2の琵琶湖における水質調

査結果＝1から各項目とも南湖平均は北湖平均より数

値が高く，1983年の値は1982年の値より・カ’なり

低い状態であり，この水質調査の値とプランクトン

　の変動との間に関連があることが推察された，

　　図11に1982～1985年における主な動物プランク

　トン種の経月変動を示した，年によって増加の変動

　があるものの比較的規則正しい変動であった．

　　一次生産者である植物プランクトンの現存量を

　ベースとして，動物プランクトンの現存量が決定さ

　れるとするならば，動物プランクトン各種類の変動

　はその時期に優占となる植物プランクトンの変動に

　よって決定されると考えられる。
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表2　琵琶湖における水質調査結果2）（年度平均）

懸濁物質（mg／ε） クロロフィルa（μ9／ε） 総窒素（mg／の 総　リ　ン（mg／ε）

北湖平均

1982年 1．6 5．2 0．29 0，010

1983年 1．4 4．7 0．25 0，009

1984年 1．2 2．7 0．25 0，008

1985年 1．7 3．8 0．27 0，009

南湖平均

1982年 6．7 11．1 0．40 0，025

1983年 5．4 10．0 0．35 0，021

1984年 5．8 7．3 0．37 0，022

1985年 7．5 11．8 0．41 0，027
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図10琵琶湖における植物プランクトン各綱別の経月変動（1982－1985）

　毎月；回の調査では回数が少ないため，植物ブラ

ンクトンの増加後，動物ブランクトンが徐々に増加

していく詳細な機構については解明が容易ではな

い．動物プランクトンが増加した時期に，植物ブラ

ンクトンを直接餌料としているのか，植物プランク

トンの分解過程の物質およびその時，介在するバク

テリアなどを餌料として増加するのか明らかではな

いが，図10および図11とを対比すると，植物プラ

ンクトンと同時期に動物プランクトンが増加してお

り，両プランクトンの変動の問に何らかの関係があ

ることが示唆される．

　この植物プランクトン種と動物プランクトン種の

関係を明らかにするため，植物プランクトン各綱の

変動を基にA～Cの3タイプに分類し，その結果を

表3に示した．

　（1）Aタイブ（4－6月に増加する種類）

　4－6月に大発生がみられた植物プランクトンは

黄色鞭毛藻綱の翫og㎞α㎜加舩である．この時

期増加した動物プランクトンは，肉質虫綱のみα撚

‘切5磨‘加8の卿躍や繊毛虫綱のS‘70δf1畝fπ，πsp．で

あり，輪虫綱ではひ㎝8π’ατπ4の群体内に侵入し，

その細胞を捕食していることが多く観察された
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表3　琵琶湖におけるタイブ別にみた主なプランクトン（1982－1985年）

タ　イ　プ 植物プラ　ン　ク　ト　ン 動物プラ　ン　ク ト ン

A 黄色鞭毛藻綱 肉質虫綱

4～6月に増加 Uro9勧凹耀π伽α ハ‘oπεゐoり廊‘加8山9ρゐo辺

が見られた種類 α腕oわり肌加ひ頗‘嫌 タイヨウチュウ（未同定種）

繊毛虫綱
翫・o耀嫉μ加sp．（b）

箕π”ππ雌μ川ノ1μ物’漉

輪　虫　綱

瀕o君o規拠吻sp．

、Ro加r‘肋ケfg血

κ顯‘o吻血刀9戯’麗

甲　殻　綱

nauplius

B 緑　藻　綱 甲　殻　綱

7～10月に増加 ％粛・ゆ加吻92師η05α Bo5加η4㎞9∫705廊

がみられた種類 P84砺勧川飯㎜8 Pβρゐ泌9罐伽

α剛5爵SF 朋妙伽螂”㎝泌
Cあ5伽加24鳳v．5な励㎝μ川 nauplius

5伽贋伽川吻r5㎞’晦μ蹴var．om伽川

藍　藻　綱

4伽πo’ん8‘8‘伽加吻

〃fσ鰐5‘加鰍gfπ050

餓σ鰐5廊㍑蹴旗gff

A舷㎞4伊鳩

C 珪　藻　綱 繊毛虫綱

11－12月に増加 漸8面廊4”1観 ＆70酬妨μ川sp．（b）
甲

がみられた種類 Frロ9海吻σo伽飢禽 獲痴ππ溜姐飾吻’漉

詠あ館磁9㎞σ鷹 π頽朋ρρ爵磁姉ロ

S妙加πα拙α螂飾㎝備蕗

幾

瀞督

κo‘ωπ㎜如sp，をはじめとしてPoらr£加4ヶfg血お

よぴκ8翫o吻㎞碗〆㎜など数多くの種類がこの

時期急増する傾向にあった．

　これらの種類については，Uα耀π加麗の増減に

より，その個体数の増減が左右される可能性がある

ことが推察された．

　（2）Bタイプ（7～10月に増加を示す種類）

　7－10月に増加がみられた植物プランクトンは緑

藻綱に属するPあπ肋5ρ加8吻g吻伽05αやP嵐旛一

伽所旅ひ召8およびα05伽睡加ぬ億勿r8var．5μ妙rひ

πα加などであり藍藻綱ではM爵鰐5磨α醐膨g∫πo銀お

よぴA㎜加επ4嫡i廊などであった．

　この時期増加のみられた動物プランクトンは，い

ずれも甲殻綱に属する種類であり，特に朋妙毎

海螂力ρ㎝f螂およびnaupliusの増減は緑藻綱の増

減と良く一致する傾向にあった．

　（3）Cタイプ（11－12月に増加を示す種類）

　11～12月に増加した植物プランクトンは主に珪藻

綱に属するF辺g伽吻㎝0蝕ηε欝雄，敬伽81血gわ耀σ召如

および磁ZO廊ロ501幼が主な優占種となり，この時

期増加のみられた動物プランクトンは貧η’加πoρ廊

㎝4螂久丁’π‘∫η滅五麗〃；ノ7μ吻！∫Z8およぴS’ro飯1泌μ規

sp．などの種類であった．これらの種類についても

珪藻綱の増減によりその個体数の増減が左右される

可能性があることが推察された．

　これらのことから植物プランクトンの増減と動物

プランクトンの増減が種類によっては，非常に良く

一致しており，食物連鎖の関係をうかがわせる成績

であり，一次生産者である植物プランクトン現存量

の増減が，動物プランクトンの消長を考えるうえで
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表1　琵琶湖で観察された動物プランクトンの種類（1982－1985年）

肉質虫綱

　Pj弥Z腐9毎ωm㎜
OD2螂毎9毎ケ㎝葱o伽

　D2螂」露8勿oδ㎞go

OZ渥弥Z召9毎sp．

　απ‘呂oργ諮4α‘をロ如

OAr‘επα棚㎏4腐

　Ar681血sp．
　Eμ91》ρゐ‘τsp．

　P4ε‘々π8Zム2sp．

○‘4‘勧0助弓贋50～

　ハ‘∫ごπoρhり贋sp．

　∠4‘勧oψ加8π”召，η6‘五勧”2ゴ

○∠4ω擢枷爵‘加吻ρho昭
　Aα1πま耽ソ5’意sp，

　R加，ゐ鋤妙ゐ那sp．

○タイヨウチュウ（未同定種）

　繊毛虫綱

05如～ん‘4融π置sp．

O躍軍π’μ海π45麗肱”置

　P嘱fπ加”2加1δ毎πだ

045鳶㎜5必uo’切工、

　Go妙5飯”酪
　4‘亙π0加’fπ4r44地π5

0Z》」涜ρ’鱒sp．

　Lασy”昭吻sp．

OPor4滅妙‘鷹mδ雄’粥
　Pαrロ”置α蒐’躍配sp．

　3如μroρゐリロ8㎏σπ5

　S£4μハ砂ん伊望sp．

　710たqρゐ7》脇sp．

　＆7副orρρゐり繊sp．

OEp嶋漉sp，

Oワb肱曲sp．
　C召7℃ゐε5ゴμπ塞sp．

　τ冠‘ゐα五π4sp．

OBμr凹吻sφ．

03‘8π如rsp．

○π敏例紛8mη浦π8伽
03’roゐゼ1表ノf召川　τπ’r漉

○象70δゴ1奴’μ”塵sp．（a）

03’ro飯～‘躍な”累sp．（b）

　5‘70θf’畝f遅”塞sp．（c）

07Yπ’fπη齢μ祖ノ7μ毎躍∫を

07Yη’ゴππ畝7μ，7星sp．

OT『π”朋砂5な㎝躍㎝召

OCUiata（a）

　Cihata（b）
　Clliata（c）

　輪　虫　綱

　P配菰属2㎜ro5ω血

　P耀α痂4sp．

　RO如吻戸0如’0月勉

ORo如吻sp．

OGoπ㏄4μ邸槻加朋な
　Coηα而1欝sp．

OCoηoじゐf血漁5肥如π5

　Coπ・‘五物地5sp．

OF躍π血～bπ9醜蝕

OP8吻蹟2”星動4

　τ85蝕伽8伽ρ4’吻

OPo海ρ加リエ5召如如

　Po卯ゐo加sp．

OCO’あ疏8‘召00”躍如

○ハ石oの”2”既z惚sp．

　Gψ加励’加sp．
OSツπ‘加ε毎5‘y如如

OPo～押r‘ゐ74屠9血

　Po1押崩r4側りφ伽ロ
OP㍑50”昭’π‘πα1飽”1

0P㍑㎜4ゐ蜘π‘
　pz㏄50蹴4sp．

　C加oπ㎎邸餅o田」な

O鶉鋤ん％邸σ4‘ン”属廊ロ

　丁冠‘加G邸α竃αψ召α’麗

○τ耽h㏄εr‘45‘y血々z

　T城rゐOG騨昭‘ゐ4‘伽f

　T冠‘厩願躍あπ8励如

07「秘hOGr‘o　sp．

　‘4ψ必π6加4ρ吻吻π毎

　4功色τ苑‘みπ4sp．

OB㎎‘ゐ加幽α71槻∫あ月器

　β呂4‘ゐ㎞幽‘鳳v．吻吻5

0β耀‘漏oπ邸4π9認血心

OBrロ‘A㎞召5ノ凌あ4伽

　・B〔4‘配oπ螂ルヴ芸砲血

Oβm‘ゐ‘㎝硲漉脚ア5‘ω用意

　B7ロ‘五㎞召5sp．

○κ㎝4忽～なακゐ畠4rむ

　κ仰々侮億ゐ勧心v．館面
　κ砺ぬr’加ωζ．▼．”94‘臨4π’加

Oκ㎝曜伽σ躍昭如
　κ㎝鷹1血9翅．v．加轡血心

　κα4副血t49α
　κ8rロ忽’血sp．

　」4融呂4ωρ爵∫な必

　ハハo’ゐo妨sp．

　M㎝o吻血sp．
01ζ8’だ‘oご吻㎞8章ρf肥

　Eμ‘た血πま5凄々2如如

OEμ‘ゐ血πゴ5sp．

　L蜘謝助sp．
　（ン01配呂膠’加sp．

　甲　殻　類

　44めπ4sp．

QBo5紺π4血πgか05ま腐

　Bomゴπ4」勉如」な

　Bo5川ゴπαsp．

OBo5η認πρρ豆5あ臼伽寓

Oz）必ρ加π05㎜α加o‘ゐツ麗剛拠

　1）妙ゐπ如めπ8おPfπ4

0D妙加必goを8如

　Lψ励rα雇π詑録

OE厩㎞ρの川礁知釦πゴα6

　C粥～oρ5t雇ごπ斑

○掘6∫嫉わρ5Z㎝に鳶召■εf

紀）比較的多く観察された種類
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大きな鍵を握っていることが推察された。

ま　　と　　め

1．1982年から1985年にかけて動物プランクトン調

査を行なった結果，4綱66属IO8種が観察され，

種類数は4～25種類／回，総細胞数は280～30，500

個体／εで推移していた，

2．「淡水赤潮」発生時期に肉質虫綱，繊毛虫綱およ

び輪虫綱に属する多くの種類が急増する傾向であっ

た．

3．輪虫綱および甲殻綱は冬季に少なく，水温が高

くなる春季から秋季にかけて増加する傾向であっ

た．

4．小型の動物プランクトンである肉質虫綱および

繊毛虫は上層で多く，甲殻類は下層で多く分布する

傾向であった．

5．北湖水域であるA地点では，小型の動物ブラン

クトンである肉質虫綱が徐々に増加する傾向で富栄

養化がいくぶん進行状態にあるのではないかと推察

された．

6．南湖水域であるB地点では，A地点の2倍以上

総個体数が観察され，富栄養化がA地点よりかなり

進んだ状態にあることが推察された，

7．琵琶湖における主な動物プランクトン種の季節

変動は，毎年比較的規則正しい変動を繰り返してい

ることが明らかになった．

8．植物プランクトンと動物プランクトンの関係を

究明するため4年間の経月変動を各種類ごとに検討

した結果，植物プランクトンの増減によって動物プ

ランクトンの増減が左右される可能性があり・食物

連鎖の関係が推察できる結果が得られた，

お　わ　り　に

　大気中，水中に限らず生物相の変遷は，還境汚染

の進行度合により変化していくと考えられる．

　新しい種類が大発生する可能性もあれば，今まで

優占していた種類が翌年には絶滅する可能性もある

ことから，現在の生物現存量の把握は非常に重要で

ある．また植物プランクトンと動物プランクトンを

関係づける食物連鎖などの詳細な機構については，

解明する資料が少ないため今後調査回数の増加，バ

クテリアの調査あるいは室内培養実験なども行うこ

とにより，この調査研究を発展させる必要があると

考える．
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